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	応用
	抗原情報
	背景
	CKS1Bタンパク質は、サイクリン依存性キナーゼの触媒サブユニットに結合し、その生物学的機能に必須です。HeLa細胞において、CKS1B mRNAは細胞周期を通して異なるパターンで発現することが分かっており、これはコードされているタンパク質の特殊な役割を反映しています。この遺伝子には少なくとも2つの転写バリアントが同定されており、そのうち1つだけがタンパク質をコードしているようです。[RefSeq提供、2008年9月],機能：サイクリン依存性キナーゼの触媒サブユニットに結合し、その生物学的機能に必須です。,類似性：CKSファミリーに属します。,サブユニット：おそらく6つのキナーゼサブユニットに結合できるホモヘキサマーを形成します。,
	研究分野
	がんの経路;小細胞肺がん;
	画像データ
	

	CKS1抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CKS1抗体を用いた、血清20% 15%で処理したJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cks1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

